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• 第 3(A)問と第 3(B)問から 1問を選択して解答
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第　 1　問

△ABCの辺AB，BC，CAを 2 : 1に内分する点をそれぞれA′，B′，C′とし，△A′B′C′

の辺 A′B′，B′C′，C′A′ を 2 : 1に内分する点をそれぞれ A′′，B′′，C′′ とする。このとき
直線 AA′′，BB′′，CC′′ は△ABCの重心で交わることを証明せよ。
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第　 2　問

2つの放物線 C : y = 1
2
x2，D : y = −(x− a)2 を考える。aは正の実数である。

(1) C 上の点 P
(
t, 1

2 t
2
)における C の接線 ℓを求めよ。

(2) ℓ がさらに D とも接するとき，ℓ を C と D の共通接線という。2 本の（C と D

の）共通接線 ℓ1，ℓ2 を求めよ。

(3) 共通接線 ℓ1，ℓ2 と C で囲まれた図形の面積を求めよ。
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第　 3 (A)　問

pを実数とする。方程式
x4 + (8− 2p)x2 + p = 0

が相異なる 4個の実数解をもち，これらの解を小さい順に並べたときそれらは等差数列を
なすとする。この pを求めよ。

— 4 — 名古屋大学（文系）　 2007 年



第　 3 (B)　問

袋の中に赤と白の玉が 1個ずつ入っている。「この袋から玉を 1個取り出して戻し，出
た玉と同じ色の玉を袋の中に 1個追加する」という操作を N 回繰り返した後，赤の玉が
袋の中にm個ある確率を pN (m)とする。

(1) p3(m)を求めよ。

(2) 一般の N に対し pN (m)を求めよ。
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